
資料１－５ 

令和６年度 スポーツ課事業    （令和６年２月２日現在で予定されている事業になります）

□生涯スポーツ関係       ※ 公益財団法人福島県スポーツ協会が事業実施主体となります。 

 

項  目 事 業 事 業 内 容 備 考 

推進体制の整備 

関係団体の育成 

ふくしま広域スポーツセン

ター事業等の充実 

（基金助成事業） 

 総合型地域スポーツクラブの創設・育成・定着をはじめ広域市町

村圏のスポーツ活動を支援する。 
※ 

(公財)福島県スポーツ協会

の組織強化活動支援 

 スポーツ振興の中核団体である(公財)福島県スポーツ協会へ職

員を配置し、福島県スポーツ協会組織体制の強化と生涯スポーツ振

興事業を推進する。 

※ 

スポーツボランティア事業 

（基金助成事業） 
 スポーツボランティア関連事業に対して支援する。 

 

指導者等の養成 

・確保と活用 

スポーツふくしま普及啓

発・住民参加事業 

市町村や各関係団体等に対し、地域スポーツの一体的な環境作り

をテーマに講演や分科会（意見交換会）等を実施する。また、子ど

もたちの夢・希望を育むためスポーツイベントを県内各地で開催す

るほか、スポーツボランティアの更なる育成による「ささえるスポ

ーツ」文化の普及を図る。さらに、地域でスポーツ活動を行う指導

者の資格取得支援を強化し、新たな「福島県スポーツ推進基本計画」

に基づく生涯スポーツの実現を目指す。 

 

 

地域スポーツ推進会議 

市町村をはじめとした各関係団体を対象に、先進的な取組を行う

総合型地域スポーツクラブの好事例を紹介するとともに、地域スポ

ーツの一体的な環境づくりをテーマに地域分科会を実施、情報共有

を図る。 

①4 月 

②7 月 

 （新）地域スポーツ課

題解決・環境整備支援

事業 

総合型地域スポーツクラブでの指導を承諾する指導者に対し、

JSPO 公認指導者資格の取得または更新を支援し、総合型クラブの

指導者を確保することで地域スポーツ環境の整備を図る。 

※ 

令和６年度福島県スポーツ

推進委員研究大会の実施等 

（基金助成事業） 

 福島県スポーツ推進委員研究大会や女性スポーツ推進委員、新任

スポーツ推進委員の研修会等を通し、資質の向上を図る。 

県研究大会白河市
10 月 18 日～19 日 

女性研修 6 月 6 日 

新任研修 6 月 20 日 

振興事業の拡充 

福島県総合スポーツ大会 

県民スポーツ大会の開催 

 県総合スポーツ大会の一部門として、一般県民が気軽に参加でき

る地域大会を開催し、地域スポーツの振興を図る。 

 

スポーツふくしま普及啓

発・住民参加事業 

市町村や各関係団体等に対し、地域スポーツの一体的な環境作り

をテーマに講演や分科会（意見交換会）等を実施する。また、子ど

もたちの夢・希望を育むためスポーツイベントを県内各地で開催す

るほか、スポーツボランティアの更なる育成による「ささえるスポ

ーツ」文化の普及を図る。さらに、地域でスポーツ活動を行う指導

者の資格取得支援を強化し、新たな「福島県スポーツ推進基本計画」

に基づく生涯スポーツの実現を目指す。 

 

 

輝け未来へ！スマイル

スポーツ教室 in ふくし

ま 

 オリンピック・パラリンピック競技種目をはじめとした関心の高

い種目のスポーツ体験教室の開催により、スポーツを楽しみなが

ら、トップアスリートの技能を見たり、これまでの経験を聞く機会

を設ける。子どもたちに笑顔を届け、更なるスポーツ活動への参画

を促すとともに、夢や希望を育みながら、未来へ挑戦するきっかけ

を提供する。 

①6 月 

ｽｶｲｽﾎﾟｰﾂ教室 

②9 月 

ｽｹｰﾄﾎﾞｰﾄﾞ教室 

③11 月 

BMX 教室 

 

スポーツボランティ

ア・レガシー事業 

 県内各地のスポーツイベントを支えるスポーツボランティア育

成に向けた研修会を開催するとともに、イベントの主催者に対し

て、スポーツボランティアを活用したイベント運営についてのセミ

ナーを開催することで、将来にわたってスポーツボランティアが活

躍する文化を醸成することを目的とする。 

 

ふくしまレクリエーション

フェスタ２０２４（基金助

成事業） 

 広く県民にスポーツ・レクリエーションの場を提供することによ

り、県民のスポーツ・レクリエーション活動を一層促進し、健康で

明るく潤いのある県民生活の実現に資する。 

8 月～10 月 

スポーツ情報提供の充実 

（基金助成事業） 

 県民のスポーツニーズに応え、スポーツ施設・指導者・仲間・イ

ベント・健康相談等の情報を広報紙やホームページにより発信し、

広く生涯スポーツ関連情報を提供する。また、プロスポーツの情報

等も随時提供する。 

 

年間随時 

 

※ 

諸調査の実施 
市町村活動状況、公共社会体育･スポーツ施設、体力・運動能力等

について調査し、実態を把握する。 
 

生涯スポーツ関係表彰 
文科省・スポーツ推進委員・県等の表彰について調査・把握し、

推薦する。 

生涯スポーツ

関係 

大会・イベント等の共催・

後援 

各種競技会の共催や後援により、円滑な大会運営とスポーツの振

興に資する。 

生涯スポーツ

関係 
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□ 競技スポーツ関係 

※ 公益財団法人福島県スポーツ協会が事業実施主体となります。 

  

項  目 事  業 事  業  内  容 備  考 

組織の整備・拡

充 

(公財)福島県スポーツ協会

組織強化事業 

 (公財)福島県スポーツ協会の運営に対し、補助金の支出や職員を

配置し、組織体制の強化と競技スポーツ事業を推進支援する。 
 

競技スポーツ 

振興事業の充実 

福島県総合スポーツ大会の

開催 

 国民スポーツ大会・東北総合スポーツ大会予選会等の開催を主催

する。 

7 月 13 日～15

日(主会期) 

国民スポーツ大会・東北総合

スポーツ大会への派遣 

 国民スポーツ大会・東北総合スポーツ大会へ役員・監督・選手を

派遣する。 

8 月 23 日～25

日(主会期) 

秋田県 

10 月 5 日～15

日(主会期) 

佐賀県 

各種競技会等の共催・後援 
 各種競技会の共催や後援により、円滑な大会運営とスポーツの振

興に資する。 

競技スポーツ

関係 

スポーツふくしま 

ビルドアッププロジェクト 

国スポ等で上位入賞できる県内競技団体の「強化」に加え、キッ

ズ・ジュニア世代の重点的な「育成」、潜在能力が高く将来性のあ

る選手の「発掘」に取り組み、「発掘・育成・強化」の一体的な推進

による持続的な競技力の向上を図る。 

 

 国スポ強化支援事業 

 国スポ等での入賞を目指し、県内競技団体がアドバイザーコーチ

やロールモデルコーチ、アスレチックトレーナーを招聘し強化練習

会等を実施するための費用を支援することで本県選手の競技力の

向上を図る。 

※ 

 

リアライズスポーツ強化

指定事業 

 東京２０２０オリンピックを通して本県と関わりが深く、競技力

向上に資することが期待される団体種目の少年種別を指定し、更な

る強化を図る。 

※ 

拠点スポーツサポート事

業 

各競技の強化拠点地域内のキッズ・ジュニア選手の活動を集中的

に支援することで、効果的・効率的に発掘・育成・強化を図り、持

続可能な強化体制づくりに資する。 

※ 

ジュニアアスリート強化

指定事業 

少年種別の強化の中心的な役割を担う高校・中学校・クラブチー

ム・ジュニア選手に対して、競技団体と連携を図りながら活動を支

援する。 

※ 

 
ネクストアスリート支援

事業 

国際的な大会等での活躍を目指す若手アスリートに対し、ＪＯＣ

及び中央競技団体等が実施する強化練習会や国際大会などへの参

加や医・科学的サポートに要する費用を支援する。 

※ 

 

リーディングコーチ養成

事業 

競技団体の持続可能な強化体制を推進していく上でけん引役を

担う指導者を養成する。 
※ 

冬季国スポ強化支援事業 
国スポ等での入賞を目指し、冬季競技団体がアドバイザーコーチ

やロールモデルコーチ、アスレチックトレーナーを招聘し強化練習

会等を実施するための費用を支援することで競技力の向上を図る。 

※ 

ふくしまシャイニングス

タープロジェクト 

将来、国民スポーツ大会や国際大会での活躍を希望する中学生に

対して発掘テストを実施し、将来性があるアスリートを発掘する。 
※ 

地域連携型人材育成事業 

（双葉地区教育構想） 

 バドミントン競技とレスリング競技において、国内トップレベル

の指導を展開するための専任コーチを招聘し、中高連携の一貫した

指導体制を構築し、世界で活躍する優秀な選手を育成する。 

※ 

ふくしまスポーツキッズ発

掘事業（基金助成事業） 

県内の小学生を対象に、実施競技団体による体験プログラムの活

動機会を設けることで、スポーツの競技人口の増員につなげるとと

もに、未来のふくしまのスポーツ界を担う人材を発掘育成する。 

※ 

ふくしまゴルフプロジェク

ト（地域政策課事業） 

 

地域資源のゴルフ場を有効活用し、一般社団法人日本女子プロゴ

ルフ協会と連携を図りながら、ゴルフ人材の育成やゴルフを通じた

交流拡大を図る。 

※ 
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□ 障がい者スポーツ関係 

☆ 公益財団法人福島県障がい者スポーツ協会が事業実施主体となります。 

項  目 事  業 事  業  内  容 備  考 

福島県障がい者

スポーツ協会運

営費補助 

福島県障がい者スポーツ協

会運営費補助金 

本県の障がい者スポーツの振興を推進する中核的組織である協

会に対し、その円滑な運営を期するため運営費の一部を助成する。  

障がい者スポー

ツの振興 

全国障害者スポーツ大会選

手団派遣事業 

全国障害者スポーツ大会へ選手団を派遣し、競技等を通してス

ポーツの楽しさを体験するとともに、県民の障がいに対する理解

を深め、障がい者の社会参加の推進を図る。 

☆ 

 全国障害者スポーツ大

会選手団派遣事業 

全国障害者スポーツ大会に選手団を派遣する。 10/26～28 

佐賀県 

 

北海道・東北ブロック予

選会開催事業 

全国障がい者スポーツ大会北海道・東北ブロック予選会の一部

競技（精神障がい者バレーボール競技）を開催する。 

6/23 

猪苗代町 

 全国障がい者スポーツ大会北海道・東北ブロック予選会の一部

競技（車いすバスケットボール競技）を開催する。 

6/29・30 

福島市 

スポーツからはじめる共生

社会実現プロジェクト 

 本県のパラスポーツ（障がい者スポーツ）について、出前講座

や体験ブース出展の実施等による「魅力発信」と、県内の大学等
と連携した支援者育成や用具貸出等による「環境整備」を両輪で
推進し、スポーツをきっかけとしながら、多様性の理解に溢れ誰

もが活躍することができる共生社会の実現を目指す。 

☆ 

 ステップアップ 

   × 

魅力発信 

学校、市町村、総合型地域スポーツクラブを始めとした様々な
団体からの要望に応じたパラスポーツ競技の体験教室などの実施

や、県内で行われるスポーツイベントやプロスポーツチーム公式
戦等におけるパラスポーツ体験ブースの出展・手話応援デーの実
施、ボッチャ競技による全県規模のインクルーシブ大会開催など

により、広く県民に対しパラスポーツの魅力を発信する。 

☆ 

 ステップアップ 

   × 

環境整備 

県内の大学等と連携し、パラスポーツを支える人材育成に向け

た講習会を実施するとともに、パラスポーツにかかる用具貸出、
県内プロスポーツチーム公式戦手話応援デーの実施等により、障
がいがある人もない人も一緒にスポーツを身近な場所で楽しめる

環境を整備する。 

☆ 

障がい者スポーツ振興事業 

障がい者スポーツの振興による障がい者の福祉向上や社会参画

を促進させるため、県障がい者スポーツ大会の開催や指導者の養

成を行うとともに、障がい者が安心してスポーツに取り組める環

境整備等を総合的に推進する。 

☆ 

 福島県障がい者スポー

ツ大会開催事業 

福島県障がい者スポーツ大会を開催する。 5/19・26 

会津若松市 他 

   ☆ 

初級指導員養成講習会

開催事業 

障がい者スポーツの振興を図るため、初級パラスポーツ指導員

養成講習会を開催する。    ☆ 

(障がい者ｽﾎﾟｰﾂ振興･育成事業)

運動導入教室開催事業 

障がい児には遊びを通して体を動かすことの喜びを、在宅障が

い者には積極的なスポーツ活動を通して社会参加・自立・復帰を

促進するとともに選手発掘の機会とする。 

☆ 

(障がい者ｽﾎﾟｰﾂ振興･育成事業)

種目別スポーツ教室開

催事業 

種目別スポーツ教室 

障がい者が運動スキルの基礎を楽しく身に付け、得意分野を発

見できるように様々な種目のスポーツ教室を開催する。 
☆ 

(障がい者ｽﾎﾟｰﾂ振興･育成事業)

各障がい者スポーツ大

会支援事業 

各障がい者スポーツ団体が県内において開催する各種競技大会

の開催経費の一部を助成する。 ☆ 

(障がい者ｽﾎﾟｰﾂ振興･育成事業)

障がい者スポーツ指導

員養成事業（資格取得） 

障がい者スポーツ指導者の中・上級者資格やトレーナー資格等

の取得に必要な各種講習会の受講支援を行う。 ☆ 

(障がい者ｽﾎﾟｰﾂ振興･育成事業)

ふくしまネクストアス
リート支援事業 

 今後の本県障がい者スポーツを担う選手を指定し、中央競技団
体、個人等で実施する強化練習会や国際大会に参加する費用の支
援を行う。 

☆ 

(障がい者ｽﾎﾟｰﾂ振興･育成事業)

団体競技強化支援事業 

 県代表団体競技チームが強化合宿や練習会を実施する場合に必

要となる費用を助成する。 ☆ 
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□ 東京オリンピック・パラリンピックのレガシー関係 

 

項  目 事  業 事  業  内  容 備  考 

東京 2020 オリ

ンピック・パラ

リンピック関連

事業の推進 

東京 2020 オリンピック・パ

ラリンピックレガシー事業 

復興五輪として開催された東京 2020 オリンピック・パラリンピ

ック競技大会のレガシーを継承し、スポーツによる交流人口の拡

大と継続的な情報発信等により本県の復興の加速化を図る。 

 

 

あづま球場聖地化事業 

東京オリンピック・パラリンピック競技大会で生まれたレガシ

ーの継承及び定着に向け、あづま球場における各種大会の誘致や

他県等との交流事業の開催、都市ボランティアの活動機会の提供

等に取り組む。 

 

 

 

□ 東京 2025 デフリンピック関係 

 

項  目 事  業 事  業  内  容 備  考 

東京 2025 デフ

リンピック関連

事業の推進 

（新）東京 2025 デフリンピ

ック関連復興推進事業 

デフリンピックの本県開催を契機に、デフスポーツの体験機会

の創出やろう者文化への理解促進を進めるとともに、大会開催に

向けた機運醸成等の一連の取組を通じて、共生社会の実現と本県

の復興の加速化を図る。 

 

 

機運醸成・理解促進 

大会１年前や300日前の節目にあわせたイベントを開催するほ

か、相双・いわき地域の小中学校の子どもたちを対象とした手話

の出前講座や県内プロスポーツチームと連携したPR活動を行う。 

これらのイベント等において手話や情報保障技術の体験ブース

を設置する。 

 

おもてなし 
県内の子ども観戦招待や各国の選手団へのおもてなしの実施に

向けて、企画の検討と準備を進める。 

 

 


